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平成３０年度 第５回大島町農業委員会総会議事録 

 

平成３０年度定例大島町農業委員会が、平成３０年８月２４日（金）午前１０時より大島町３階

第３会議室にて開催された。 

 

1、農業委員会委員は、次の通り 

1、土屋茂     2、小坂一雄    3、新保鐵雄    4、五十嵐初代   5、中村富長 

6、澤田波夫    7、伊藤潔     8、春木望     9、向山吉昭   10、笠間隆夫 

11、山本政一  

 

2、農地利用最適化推進委員は、次の通り 

  1、吉田義孝   2、山下ひとみ   3、篠原万千   4、志村貞昭 

 

3、欠席委員(農業委員・農地利用最適化推進委員) 

  農業委員 7、伊藤潔 8、春木望   農地利用最適化推進委員 4、志村貞昭 

 

4、出席職員は次の通り 

  中田太   産業課長 

  山田貴訓  農業係長 

  本間百展  主事 

 

5、付議された案件 

  日程第１： その他 

 

6、本日の書記は次の通り 

  主事  本間百展 

 

土屋議長   それでは、平成３０年度第５回農業委員会総会を開催いたします。本日の出席委員は１

１名中９名、欠席委員は２名で、定足数に達しておりますので、総会は成立しておりま

す。なお推進委員の方は４名中３名参加していただいています。それでは、本日の日程

につきましてお諮りいたします。お手元に配布している日程表のとおりといたしますが

ご異議ございませんか。 

（～異議なしの声 多数～） 

異議なしと認めます。大島町農業委員会規則第４１条に規定する議事録署名委員は１１

番委員と２番委員にお願いいたします。なお、本日の会議書記には事務局の本間氏を指

名いたします。それでは日程第１「その他」についてですが、事務局からお願いします。 

事務局(本間) それでは説明いたします。１点目は前回の総会で決まった義援金についてです。前回の

総会の数日後に全国農業会議所から義援金の募集についての文書が届きました。それを
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受け、会長に確認したところ町役場での募金で良いのではないかとの判断でしたので、

町役場の方に振り込ませていただきました。東京都農業会議、事務局長の北沢さんにそ

の旨を伝えたところ、全国農業会議所に大島町農業委員会では町に義援金を出したこと

を伝えていただけるそうです。１ページに福祉けんこう課の受付窓口で振り込ませてい

ただきました預り証を載せてあります。２点目は農地利用状況調査についてです。岡田

地区の農地利用状況調査が終わっておりませんので、他の地区の委員さんにお願いをし

たいと思います。以上です。 

土屋議長   ありがとうございます。義援金については異議なしでよろしいですか。農地利用状況調

査については岡田地区の農業委員さんが１人しかいないので、どなたかできる人がいま

したらお願いします。１番近い北の山担当の方どうですか。 

新保委員   私はまだ自分のところも終わっていない。 

山本委員   終わっていないけど、誰かやらないと。私やります。 

土屋議長   元町は来ていないので、野増。 

       (～笠間委員 挙手～) 

土屋議長   笠間さんやってくれますか。もう１人吉田君できますか。３人でわけて、日にちも相談

してやっていただきたいと思います。よろしいですか、それで。岡田地区の農地調査は

山本さん、笠間さん、推進委員の吉田さんお願いします。他に何かありますか。２番。 

小坂委員   質問です。募金１５，０００円って、委員は何人いますか。 

事務局(本間) １１人です。 

小坂委員   １１名で１５，０００円か。 

事務局(本間) １１名と４名で。 

小坂委員   １２名と思っていました、失礼しました。 

土屋議長   他にその他でありますか。はい、事務局(本間)。 

事務局(本間) 募金の話に戻るのですが、まだ募金を事務局に出されていない方は出していただければ

と思います。 

土屋議長   他にありますか。２番。 

小坂委員   リスについてですが、今年から１匹５００円とか。２、３日前の農業新聞に日本で唯一、

タイワンリスを退治した場所が和歌山にあると載っていました。村中で揃って箱罠を仕

掛けて６，０００匹くらいいたのが、今は４００匹くらいだって。日本でそこだけだと

か。１匹８００円でやっていると。今では町民に捕らせないで町で鉄砲撃ちに日当で頼

んでやってもらっている。大島町も１，０００円くらい出せば一生懸命捕るかもよ。 

土屋議長   はい、事務局(山田)。 

事務局(山田) 金額の設定については予算がありますので、１回シュミレーションしました。 

小坂委員   予算っていうのは自分達で組むものだから。 

事務局(山田) 実行します、今後。 

笠間委員   リスは全部町でやっているんですか。 

事務局(山田) はい。 

笠間委員   年間、どのくらい捕っているんですか。 

事務局(山田) ８，０００頭くらい。 
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山本委員   だけど増えるよ、海も山も抱えているんだもの。 

小坂委員   キョンは半年で子供を産むっていうからね。 

土屋議長   キョンの状況はどうですか、山田さん。捕っている量と、増える量と。 

事務局(課長) この間、東京都の発表で増える量だけ捕れたという結果が出ました。増えていたのが横

ばいになったということで、減ってはいないです。 

小坂委員   いや、増えていますね。 

土屋議長   皆、北の山の方から追っ払ってきたりするものだから。捕らないといくらやっても増え

るでしょう。まだ箱罠はないか聞いたら、まだないっていうけどどうですか。 

事務局(山田) 今も在庫がないです。 

土屋議長   畑を何ヶ所か開けて入るようにして捕ろうと思っているんだけど、捕られると困るよう

な感じでした、話を聞いてみると。捕ったら始末が大変だって。 

小坂委員   始末はどうするの。 

事務局(山田) 始末は業者さんが銃などで捕まえます。 

小坂委員   いや、その後は。 

事務局(山田) 大島公園で燃やすか、埋却します。 

土屋議長   生きていると凄く大変なんだって。だから業者は殺しといてくれというけど。 

小坂委員   そのままだと、キョンは何日くらい生きるの。新島に行って見た時、そのまま放ってお

くと３日くらいで死んでしまう。 

事務局(課長) 罠にかかったまま放っておいて死なせるっていうことは法律ではあまりよろしくない、

速やかに処分を。 

小坂委員   処分するには鉄砲が良いですね。 

笠間委員   業者はその場で処分できない人がいるんですよね。今奥山工務店がやっているのは、資

格がなくその現場では処分できないから別の箱を持って行って、移し替えて公園に持っ

て行く。だから一頭処分するのに結構な仕事になってしまう。前はその場でやったけど。 

小坂委員   楽な商売だな。罠が落ちているか落ちていないか見て回るだけだよ。 

土屋議長   だから死んでいてくれれば一番楽だって聞いたよ。生きていると大変だって、物凄く。 

小坂委員   鉄砲を打つ仲間を増やせばいいのに。 

土屋議長   捕らないと幾らでも増えていくそうですから。 

小坂委員   また増えているよ。 

土屋議長   雄は３ヶ月で４頭くらい捕れたかな。 

小坂委員   リスの雄雌分かりますか。 

土屋議長   見れば分かるでしょう。 

向山委員   今、大島町の駆除の予算はどれくらいで組んでいますか、年間。 

事務局(山田) ５，０００万円くらい。 

向山委員   その内、キョン対策は。 

事務局(山田) キョンについては網の数量が年間確定できないんですけど、今は８，０００万、９，０

００万円くらいの予算です。 

向山委員   約１億だ。東京都は４億とか、５億って聞いたんですけど。 

事務局(山田) ちょっと細かいことは分からないんですけど。 
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土屋議長   確か小池さんがこれくらい掛けるっていったことでしょう。 

小坂委員   ５億とか６億って。 

中村委員   ６億くらいって言ったな。 

向山委員   その内効果がどれだけ出ているか。 

土屋議長   去年、３，０００頭って言ったね。 

小坂委員   去年の分が発表では３，０００頭。 

土屋議長   今年は出ないでしょう、まだ。 

向山委員   ３，０００頭では反対に増える方が多いのではないかな、数字的に。 

笠間委員   でも横這いって言ったでしょう。 

事務局(課長) 産まれるのが３，０００何百頭で、捕るのが３，０００頭。 

向山委員   話をある人に聞いたんだけど、大島としては駆除してもらいたい訳でしょ、切実な願い。

ところが業者は入札管理者でこれをあてにやっているような感じって聞いたのよ。 

笠間委員   完全に捕らないでってことですか。 

小坂委員   そうすれば仕事がいつまでもあるから。 

向山委員   特定の業者しか入札に加入できないからって、そういう話を聞いたのよ。噂なんだけど。

網を張るにも普通網を張るには申請者が接触して出張所か本庁に頼む訳、それは建て前

でしょう。頼んで、ではやりましょうってことで業者が張る訳。ところがある人に聞い

てみたら、これも噂なんだけど、業者の方から張ってやると言ってくるという話を聞い

たんだけど、どうなんだろう。 

事務局(山田) それは町の事業の話ですか、都の話ですか。 

向山委員   町のキョンの青い網。 

事務局(山田) 緑色の網、私は聞いたことないですけど、地域の人で困っている人がいたら積極的に網

を掛けた方が良いのではないかというご案内はしてもよろしいのではないかと思いま

すが。地域で見た時に、この人の畑に張って隣の畑に張らないで被害が出るのであれば、

積極的に事前に網を張っといた方が良いのではないかというご案内は親切心でよろし

い話だと思うのですが、何かまずいですか。 

向山委員   そういう指導なんですね。 

小坂委員   まあ、中には知らない人もいるし、こういう事業をやっているというのを。 

向山委員   ある人はそういうことを言っていたよ。 

事務局(山田) 解釈の問題ですね。 

笠間委員   網を張ったところには必ず罠をかけるんですか。 

事務局(山田) そういうことでもないです。 

笠間委員   そうすればいいのに。 

小坂委員   うちの場合は猿にさつま芋をやられて、サルを捕るっていって２頭捕ったんだよ、箱罠

で。その箱罠をそのまま置いてあるんだけど入らないよ、箱罠なんかじゃ。 

澤田委員   網を止めてある結束体がすぐに切れちゃうんです。違うものに変えられないかな。 

事務局(山田) ご意見として聞いておきます。 

土屋議長   その他で何かありますか。９番。 

向山委員   先月の保安林のことで。 
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事務局(本間) 東京都の保安林でした。 

土屋議長   他に何かありますか。特にないようですので、これをもちまして第５回大島町農業委員

会を閉会いたします。お疲れさまでした。 
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